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２００７（平成１９）年６月２２日 

陳 述 書 

永 井 典 克 

成城大学法学部准教授、永井典克と申します。フランス語とヨーロッパ文化史の授業を担当しています。 

私は、外国語を学ぶことは、ただ単に言葉を学ぶことではなく、他の言葉と文化を通じて、私たち自身の言

葉と文化を振り返るという目的もあると授業では教えています。どんな言語・文化も単独で存在してきたので

はなく、他の言語・文化と交流する中で成立したものだからです。実際、単語一つの歴史を見るだけでも、文

化の流れを理解することができます。 

日本とフランスの関係において言えば、フランスの文化は、思想、芸術、文学、音楽の分野で私たちに影響

を与え、また、現行民法にボアソナード起草の民法典が影響を残しているなど、私たちの生活に根付いたもの

になっています。 

言葉の上でも、日本語は明治の開国以来に貪欲に外国語を吸収してきましたし、最近でもカタカナ言葉を増

やすことにより語彙を増やし続けています。当然、その中にはフランス語起源のものも多く含まれています。

日本語や日本文化のことをよく知るためにも、外国語を勉強する必要があります。外国語は鏡であり、そこに

日本が映し出されているのです。他のどんな言語であれ、それを蔑むような発言は、外国語を吸収し拡大して

きた私たちの日本語の否定につながりかねない危険なものでしかありません。 

 

フランスでは1635年に、フランス語を制定し、それに規則を与え、誰にでも理解できるものにすることを使

命とする機関のアカデミー・フランセーズが作られました。フランス語は、それ以来、400 年間、殆ど変わっ

ていません。政権は何度も変わりましたが、王であれ、皇帝であれ、大統領であれ、アカデミー・フランセー

ズを保護してきました。フランス人は言葉と文化を受け継ぎ、次の世代に渡していくことに誇りをもっている

のです。現在でも、情報技術関係などの新しい分野の単語は、アカデミーにより吟味され、フランス語化され

てから取り入れられます。 

このようなフランス風のやり方と、日本のようにカタカナを用いて表記し外来語をそのまま吸収するという

やり方と、どちらがより優れているということもありません。日本のやり方も、そのおかげで私たちが豊かな

語彙を持つことができたと言う点で優れているし、フランスのようなやり方もまた文化を守り続けるという点

で優れている。 

お互いのやり方を否定するのではなく、認め、お互いの良い部分を吸収する。それがこれからの「対話」を

重んじる国際社会の基本ルールなのではないでしょうか。 

 

 石原都知事はフランス語は国際語として失格だと発言しましたが、国際語とは何でしょうか。フランスが加

盟しているEUには、現在27カ国が参加し、23の公用語が使われています。会議のために一日、700から800

名の通訳が働いていると言われています。それだけの労力を払って、EU は、このような世界でも他に類を見

ない多言語主義を実践しているわけです。国家間の会議で使われる言語を国際語というのであれば、今、フラ

ンス語も、ドイツ語も、英語も、その他の言語も、同じ資格で国際語なのです。 

この点からすれば、国際社会の一員として日本も、日本語が国際語であるよう努力すべき時期に来ていると

思います。そのような状況下で、ある言語が国際語として失格しているなどという都知事の発言は、現在の国

際情勢を正しく理解したものではなく、許容できるものでもありません。 

 

繰り返しになりますが、自国の文化を誇りに思い、同時に他国の文化を尊重する。そして、互いの文化の大

切さを学ぶ。フランス語に限らず外国語を学習することの目的はまさに、そこにあります。他国の言葉を蔑み、

その機会を奪う権利は何人にもありません。文化の大切さを積極的に守るべき立場の人間が、「フランス語は数
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を数えられない言語である」であるとか、「国際語として失格である」という根拠のない発言をし、フランス語

に関わる全ての人の名誉を傷つけておきながら、未だ発言を撤回していないということは理解に苦しみます。

都知事には、公人である自分の発言がどのぐらいの影響力があるかを自覚されていないのではないでしょうか。

速やかに不当な発言を撤回し、謝罪していただきたいと存じます。 

以上 


